
 子牛の下痢には、感染しない食餌性の下痢（配合を食べ過ぎる、濃度の濃いミルクを飲み過ぎる、給与量の変化などが原因）と、感

染性の下痢（細菌、ウイルス、寄生虫、原虫が原因）の２つの要因に分けられます。食餌性の場合、糞の色はミルク色やこげ茶色です

が、感染性の下痢便には早めの発見、早めの対策が必要なため、下痢の見方をわかりやすくしてみました。子牛の状況を見て獣医師に

相談しましょう。 

 

感染性下痢フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎発見したらすぐに獣医師に相談し、早期治療をめざしましょう。 

血便、血混じりの便？ 

サルモネラ 

（高熱あり） 

コクシジウム症 

獣医師

に相談 

サルファ剤＋生菌剤 

もしくは抗コクシジウム剤 

コロナ

（冬） 

発熱ある？ 

No 

クリプトス 

ポリジウム 

（冬、黄色・

水様便） 

抗生物質 × 

炭の飼料使用 

寄生虫 

（黄褐色・

暗緑色） 

ロタ 

（微熱 38.9℃前

後、黄～白色便、 

ﾖｰｸﾞﾙﾄ臭） 

大腸菌 

（激しい水様

便、腐敗臭） 

脱水症状があれば補

液で対策を 
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子牛の下痢、判断のめやす 
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